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情報デザイン分野では，情報デザインを問題解決の手法として活用することが求められており，従

来の表現の一手法としてのコンテンツ制作ではなく，生徒の多様な思考を引き出し，力を養うことが

求められている．そのためには，デザインを取り巻く要素を踏まえて技法や理論を学ぶ必要がある．

そこで本研究では，デザイン教育においてデザイナーと受け手を統合的に扱う「デザイン記号論」，学

習指導要領，教員研修用教材の記述を吟味してデザインプロセスを提案する． 

 

１．はじめに 

情報Ⅰでは，四分野が示されているが，それら

は問題解決という目的と，そのためのツールとい

う構図になっており，新しいカリキュラムの在り

方や指導方法の研究が求められている(1)． 

本研究では，情報Ⅰに設置された情報デザイン

分野に着目する．これまで情報科の授業では，表

現の一手法としてのコンテンツ制作が行われてき

たが，情報Ⅰでは，問題解決の手法としての情報

デザインが求められている．すなわち，ただコン

テンツを制作方法に則って制作するのではなく，

情報社会のなかの問題を解決するために制作する

ことが求められている．学習指導要領は，情報デ

ザインのプロセスを提示しており，これを問題解

決と合わせて考えると，デザイン物が用いられる

状況と受け手の状況を踏まえてどのような効用を

もたらしたいのかを明確にした情報デザインを行

うことが求められていると言える．すなわち，生

徒がデザイン物，受け手，デザイナーの関係を適

切に捉え，デザインプロセスに応用できるように

なる必要がある． 

そこで，本研究は問題解決的な情報デザインの

授業を行うための一ステップとして，問題解決的

なデザインに用いられているデザイン手法，学習

指導要領，教員研修用教材を踏まえ，生徒が問題

を捉えたうえで，その解決手段の一つとして情報

デザインを行えるデザインプロセスを提案するこ

とを目的とする． 

 

２．問題解決に用いられるデザイン手法 

先に述べたように，問題解決的な情報デザイン

を行うためには，生徒がデザイン物，受け手，デ

ザイナーの関係を適切に捉え，デザインプロセス

に応用できるようになる必要がある． 

デザイン物，受け手，デザイナーを統合的に扱

える理論として，デザイン記号論が知られている．

これは，デザイン理論と記号論を結びつけた考え

方である．記号論では，記号とそれを取り巻く関

係が記号関係として示されており，記号は私たち

が認知可能なもので，何かを想起させるもの，指

示対象は記号が示す対象，解釈項は記号から想起

される何かのことである．デザインを取り巻く要

素である受け手とデザイナーは，記号関係の要素

と関わりながらデザイン物と接していて，デザイ

ンを取り巻く要素を相互に関連付けて扱える．(図

1)(2)．例えば，三輪・梅田(2023)(3)は，デザインの

指示対象とデザイン物，デザイナーの関係に着目

して実践を行い，それらの関係の変化が生徒のデ

ザイン物に影響を与えることを示唆している．  

 

図 1 デザイナー，受け手と記号関係 

(川間(1979)(2)をもとに三輪が作成) 

 

川間(1983)(4)は，デザイン記号論におけるデザ

イン手法として，利用目的が異なる３つの手法を

提案している．このうち，問題解決的なデザイン

には「効用論的デザイン手法」が用いられるとし

ている手法では，(1)デザインされる物を使用する

受け手の特性，使用場面・文脈を調査し，受け手

にもたらされるべき効用を見出す，(2)デザインさ

れる物の使用場面を定義し，デザイン物とそれが

示すものの関わりで重要な点を抽出する，(3)デザ

イン物が属するコンテンツの構成方法に従ってデ

ザインする，といった流れでデザインが行われる．

効用論的デザイン手法を用いることで，問題解決 
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表 1 デザイン記号論，学習指導要領，教員研修用教材を踏まえたデザインプロセス 
 1 2 3 4 5 6 7 

本研究で提案するデザ

インプロセス 
着想 情報収集 要件定義 試作 検証 制作 運用 

本研究で提案する 

デザイン行動 

効用が十分

でないもの

を見つける 

効用が十分

でない理由

の考察，ニー

ズの把握 

どのような

デザインが

必要なのか

を定める 

複数のプロ

トタイプ作

成 

受け手に実

際に使わせ

て効用を検

証 

検証結果踏

まえ最終的

な感性物を

作成 

デザイン物

の実装と運

用 

デザイン記号論(4) 

(1)受け手の特性，使用場面

等を調査し，必要な効用を

見出す． 

(2)デザイン物の使用場面を確定し，指示対

象との関わりで重要な点を抽出する． 

(3)デザイン物が属するコン

テンツの構成方法でデザイ

ンする． 

デザイン記号論のデザ

イン行動(4) 

現状の 

効用調査 

本来求められる効用とのギ

ャップ同定 

プロトタイ

プ作成 

プロトタイ

プの効果検

証 

完成物の制

作 

デザイン物

の実装と運

用 

学習指導要領(1) 設計 制作 実行/評価 改善 

教員研修用教材(5) 対象発見 収集/整理 要件定義 プ ロ ト タ イ プ 評価/検証 改善 運用 

教員研修用教材の 

デザイン行動(5) 

情報伝達の

問題発見 

デザインの

ニーズ調査 

問題解決の

ための要件

設定 

複数のプロ

トタイプ作

成 

受け手視点

で解決でき

ているか評

価 

検証をもと

に完成物作

成 

デザイン物

の実装と運

用 

 

的な情報デザインを行うことができるが，このプ

ロセスは実用のデザインに用いられる手法であり，

情報デザインの授業に求められる教育的な部分と

合わせて考える必要がある． 

 

３．学習指導要領と教員研修用教材 

学習指導要領解説(2019)(1)では，デザインプロ

セスとして「設計，制作，実行，評価，改善」が

示されている．また，必要なコンテンツを企画す

る力，情報デザインの考え方や方法を活用する力，

評価や改善の方法を考える力を養うとしている． 

教員研修用教材(2020)(5)では，デザインプロセ

スとして「デザインの対象を見つける，デザイン

のための情報を収集・整理する，要件を定義する，

プロトタイプを作成する，評価・検証する，改善・

運用する，アーカイブする」と，各段階の具体的

な活動が示されている． 

一方でこれらは，教育のためのデザインプロセ

スやデザイン行動を示せているが，本研究で目指

すデザイン物，受け手，デザイナーの位置づけが

なされていない． 

 

４．デザインプロセスの検討 

そこで本研究では，デザイン記号論，学習指導

要領，教員研修用教材から，共通点や重要な点を

踏まえて，以下のデザインプロセスを提案する． 

まず，情報デザインの動機となる問題発見の段

階では，デザイン物が用いられる場面，受け手の

状況で，どのような問題を解決していくのかを捉

える．この段階を「着想」とする．次にデザイン

物の作成を始める段階では，どのような効用が必

要なのかを考え，受けえ手の特性などを調査する．

この段階を「情報収集とする．収集した情報をも

とに，どのような効用が必要なのか，どのような

場面で用いられるのかを確定させる．この段階を

「要件定義」とする．定義された要件をもとに，

複数のプロトタイプを作成する．この段階を「試

作」とする．試作したプロトタイプを，受け手に

利用してもらい，その効用を検証する．この段階

を「検証」とする．検証を踏まえ，正式なデザイ

ン物を制作する．この段階を「制作」とする．最

後に，制作されたデザイン物を実装，運用，アー

カイブする．この段階を「運用」とする．つまり

「着想，情報収集，要件定義，試作，検証，制作，

運用」というデザインプロセスを見出すことがで

きた． 

 

５．おわりに 

本稿では，問題解決的なデザインに用いられる

デザイン手法，学習指導要領，教員研修用教材を

踏まえたデザインプロセスを提案した．今後は，

実際にこのプロセスを用いる実践を 7 月頃に予定

している．この実践を通して，デザインプロセス

の検証を行い，さらなる検討・改善を行いたい． 
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